『總督賞』の喜びを語る[footnoteRef:1] [1:  1943年1月28日付『京城日報』朝刊　] 


半島 (たう)文 (ぶん)壇 (だん)の國語 (ご)化 (くわ)促 (そく)進に資するためこのほど總 (そう)督 (とく)賞 (しやう)（副 (ふく)賞 (しやう)一千圓）が設定され早くも第一回受 (じゆ)賞 (しやう)作品の銓衡 (かう)が行はれつつある。旣 (すで)に總 (そう)督 (とく)賞 (しやう)を設定されてゐる楽 (がく)、美 (び)術 (じゆつ)、演 (えん)劇 (げき)の各藝 (げい)術 (じゆつ)分野と共 (とも)に半島 (たう)文 (ぶん)藝 (げい)部 (ぶ)門 (もん)は茲 (こゝ)に最高權 (けん)威 (ゐ)たる總 (そう)督 (とく)賞 (しやう)獲 (かく)得をめぐつて同賞 (しやう)設定の精神を顯現すべく日本的 (てき)なる優秀 (いうしう)作品の制作に懸 (けん)命の努 (ど)力が捧 (さゝ)げられることであらう。
漸 (やうや)く興 (こう)隆 (りう)期 (き)に入らんとしつゝある半島 (たう)文 (ぶん)藝 (げい)部 (ぶ)門 (もん)に與 (あた)へられた總 (そう)督 (とく)賞 (しやう)設定の喜 (よろこ)びを香山光郎、兪鎭午 (ご)両氏に聞く。

出でよ優秀作　香山光郎氏談　　　　　　　　寫眞　香山光郎氏
文 (ぶん)藝 (げい)部 (ぶ)面 (めん)についても最優秀 (いうしう)作品について總 (そう)督 (とく)賞 (しやう)及び副 (ふく)賞 (しやう)の授 (じゆ)与 (よ)が發表されましたことは眞に喜ばしい。我 (われ)等文學 (ぶんがく)に志すほどの者は戰爭 (せんさう)下における文 (ぶん)筆者の使命の益 (ます)々重きを知ると共 (とも)に總 (そう)督 (とく)閣下の意のあるところを汲み、半島 (たう)民 (みん)衆 (しう)の啓 (けい)發宣 (せん)傳 (でん)に力を致 (いた)すことを誓 (ちか)ふ次第である。
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